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N
H
K
で
は
、
今
春
、
世
界
最
高
の

指
揮
者
へ
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
カ
ラ

ヤ
ン
の
指
揮
す
る
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル

」
ハ
ー
モ
ニ
ー
喜
楽
団
を
招
い
て
、
ゎ

本
市
で
は
一
③
住
宅
の
建
設
や
融
資
に
関
す
る
相
談
置
と
な
る
も
の
は
、
タ
バ
コ
の
察
官
の
音
楽
文
化
の
向
去
、
日
狙
向

と
指
導
一
ら
、
た
き
火
の
残
り
火
な
ど
に
よ
る
も
冨
の
文
化
議
の
い
っ
そ
つ
の
発
展
に

目
前
④
住
宅
に
関
す
る
調
査
、
研
究
な

8
一
の
が
殆
ん
ど
で
す
。
葬
で
の
火
皇
ず
お
こ
と
に

E去
の

一

発

一

り

扱

い

に

は

お

互

に

十

分

細

か

い

注

意

一

一

行

は

一

一

一

O
名
の
大
編
成
で
、
四

の
促
進

P
ム

一

一

一

共

用

地

を

阻

一

⑤

公

共

用

地

の

取

得

一

を

し

ま

し

ょ

う

。

、

月

七

日

に

来

日

し

、

四

月

士

百

官

コ

F
3
-二
一
な
ど
で
、
富
換
の
よ
う
に
な
っ
一
失
事
は
、
一
墓
円
寺
皮
切
り
に
、
全
国
十
一
の
都
市

山

誌

一

て

軒

。

村

章

一

色

一

二

九

番

へ

一

時

軒

臨

時

日

一

副

理

事

長

丸

本

一

止

見

一

(

消

防

署

)

一

で

行

な

わ

れ

ま

す

。

団

法

人

大

洲

一

一

1

1

一

主

E
E斗
JA3
一

理

事

小

泉

徳

間

一

一

(

)

後

媛

ド

イ

ツ

大

使

館

設
立

F
E
u
-

丸

井

清

治

郎

一

川

市

民

会

館

建

一

枚

山

公

演

技

の

と

お

り

で

す

。

一

同

上

村

政

光

一

一

で

い

た

が

、

一

同

河

野

葉

一

設

審

μ
発

足

す

一

O
R時
四
月
二
十
六
日
(
火
)

国

民

芸

新

築

工

事

の

請

負

契

約

の

一

の

ち

、

現

地

(

亀

山

)

で

起

工

宗

行

さ

る

十

二

月

一

同

西

川

正

己

一

こ

の

ほ

ど

市

民

番

手

建

設

す

る

た

一

午

後

六

時

一

ニ

十

分

締

結

を

は

か

る

臨

時

市

議

会

を

百

十

一

な

わ

れ

ま

し

た

。

十

四

日

知

事

一

同

素

道

輝

一

め

、

震

の

菌

に

応

じ

て

必

要

な

調

一

O
場
所
松
山
市
民
会
館
大
ホ
1
ル

同

日

原

案

を

承

認

し

た

一

こ

の

工

事

は

、

望

書

万

円

の

請

一

の

許

可

が

あ

一

同

菊

地

可

安

一

信

審

査

を

は

じ

め

調

査

存

行

な

う

H

一O
入
場
料

(
A席
)
三
古

一
負
契
約
金
で
長
浜
町
古
首
滝
の
一
宮
一
り
、
さ
っ
そ
く
発
足
し
ま
し
た
。
一
監
事
費
卯
治
郎
一
六
洲
市
民
会
館
建
設
審
議
会
μ

が

章

一

宮

町

)

二

千

円

一
工
程
(
ニ
量
久
紘
一
社
長
)
が
施
工
一
当
大
州
住
宅
協
会
が
行
空
ノ
事
業
の
一
同
石
岡
霊

τま
し

た

。

一

(

長

)

古

一
す
る
こ
と
に
な
り
、
六
月
主
要
め
一
内
容
は
一
な
お
、
本
協
会
の
は
じ
め
て
の
事
業
一
本
会
で
は
飛
躍
発
展

ω途
上
に
あ
る
一

O
前
売
開
始
一
三
日
午
車
時

金
一
ざ
し
て
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
川
宅
や
そ
の
付
属
施
設
の
建
設
、
こ
一
と
て
荷
車
士
堀
の
土
地
、
一
将
来
の
大
洲
市
に
ふ
さ
七
い
市
民
会
一

N
H
K
か
ら

ゴ
現
在
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
る
建
物
の
一
れ
ら
の
賃
貸
ま
た
は
建
売
。
一
二
六
五
二
宮
金
額
一
一
一
千
百
で
購
入
一
館
の
建
設
に
つ
川
て
、
今
後
必
要
な
調
一

宿
一
部
分
の
基
礎
工
事
が
す
す
ん
で
お
り
、
一
同
住
吉
蓄
に
必
要
な
土
地
や
資
材
一
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
包
括
量
一
査
、
研
究
書
な
っ
と
と
も
に
、
審
議
一
愛
媛
県
の
広
報
番

民
一
続
い
て
鉄
骨
の
量
打
込
が
行
な
わ
れ
一
の
取
得
造
成
お
よ
び
分
譲
写
り
び
に
一
造
と
契
約
暴
言
し
た
。
一
の
結
果
を
市
長
に
答
申
す
る
こ
と
に
な
一
組
予
定

国
一
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
o

一

資

金

の

借

入

一

一

り

ま

し

た

o
市
民
の
み
な
さ
ん
の
絶
大
一

-ZZAFizz-z

一
な
る
ご
協
力
を
望
ん
で
い
ま
す
。
一
マ
南
海
放
送
ア
レ
ビ

む

1

i

1

l

l

i

l

i

-

-

f

i

-

-

J

二
号
で
妻
美
心
心
を
十
分
理
一
審
議
官
の
メ
ン
バ
ー
は
、
次
の
一
「
え
ひ
め
の
広
場
」

消

防

出

ぞ

め

式

一

一

解

で

き

ま

し

た

。

一

と

お

り

。

一

毎

週

十

曜

日

、

日

時

努

1

日

一
一
お
せ
ん
は
、
自
分
の
か
わ
い
い
子
ど
一

O
委
員
長
室
謹
一
号
副
委
員
長
一

2
月
刊
日
「
知
恵
お
く
れ
の
子
供
た

と

き

三

月

三

日

九

時

a

ニ

も

一

富

義

忠

O
委

員

祖

母

井

妻

、

今

一

ち

の

襲

を

求

め

る

運

動

と

こ

ろ

大

洲

南

中

校

庭

二

馬

は

武

士

に

と

っ

て

妻

と

同

じ

く

大

一

川

E
夫
、
野
ト
歪
歳
、
城
戸
多
磨
夫
、
一

2
月
お
日
「
野
犬
の
捕
獲
」

一
斉
放
水

l
中

村

河

原

口

時

二

切

な

も

の

一

矢

野

誠

、

平

塚

義

和

、

山

本

見

一

マ

南

海

放

送

ラ

ジ

オ

「

開

政

だ

よ

り

」

式
の
前
に
関
係
者
の
市
中
行
進
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
↑
一
ム
の
用
心
μ

は
い
一
つ
ま
で
も

2
1
1
1
1
1
1
l

一

軍

H
曜
日
、
時

2
2日時

l
i
l
i
-
-
!
I
l
i
l
i
-
-
1
I
L一
ま
何
い

|
|
l
i
l

一

人

権

擁

護

委

員

に

一

2
月
加
日
石
の
火
山
学
問
」

ん

ち

ょ

っ

と

一

一

九

u
t
i
l
-
-末日
か
ら
一
一
一
月
十
三
日
ま
一
二
宮
直
栄
さ
ん
一

2
易
日
州
四
時
十
し
い
保
管

一

↑

お

せ

ん

泣

か

す

な

一

一

春

の

火

災

予

防

運

動

一

一

月

一

月

て

法

務

大

臣

か

ら

一

に

つ

い

て

」

つ

一

一

馬

こ

や

せ

/

ニ

と

く

に

春

さ

き

に

は

山

火

事

が

非

常

一

菅

出

墨

田

の

一

「

中

小

企

業

退

職

金

〈

済

一

l}i11一一
に
多
発
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
一
一
一
宮
直
栄
さ
ん
一
制
度
に
つ
い
て
」

引

を

い

ち

」

し

ま

よ

う

日

2月

昭和 41年 2A 1 5 

大

総

昨
年
二
月
一
日
現
在
で
実
施
し
た
一
九
六
五
年
中
間
農
業
セ
ン
サ
ス

U
府
果
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
二
百
三
十
一
人
の
調
査
員
が
全
農
家
を
対
象
に
行

な
っ
た
も
の
で
す
。

農
家
数

四
百
九
戸
減
酔

広 報
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1Z和弘40年農業セゲネ比較ii 
区分 l三5'f一日1土直竺-1H
農家総数 I 5.100戸I 4.701戸|ム 409戸I:¥' eI 
専業農家1 1.105 1 1 0“1ム 39 I i雪茂
よ去忠司 JRjACZA25Z人i語
経営耕地面積I303.420セI283 454セ|ム19.ヲ66セ|宍亡

J園地|1521|旦「宣明
5表 専業、兼業別農家数
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Z 昭和40年10月1日現在の国勢調査世得数℃よる農家率
も4表 自作、小作別農家数と割合

経
戸以.

邑

規

模

は

拡

大

化

""弘

所

務課

(月1回発行)

役

所

集

~ 

f丁

市

発

洲

編

.. 

一
宮
工
務
広
の
施
工

請
負
金

四
千
五
百
万
円

国

民
宿

舎

第 120号

必き1
<Ql<Ql越
国住き
手民民ずれ
続年登 た
き金録 と
をのと き

は

経営別農家数、農家人口、耕地面積比較

民分|農家〈時10創 4宅辺5
耕地面積 | 

35年 40年戸 田 畑樹園地計
セセセセ

5セ-3反未満 1.2戸181 1.1.10 10.6411 7.6591 9401 19.240 

3 - 5反 1.053 992 ム 61 4.496 22.174 13.303 3.161 陸 38.638

5 - 7反 1.058 927 ム 131 4.780 29.3ヲO 18.324 6.472 54.186 

7 - 1町 1.057 984 ム 73 5.688 41.477 26 535 13.272 81.284 

1-1.5町 634 561 ム 73 3.483 30.ヲ57 2lJ 867 14.475 66.299 

1.5-2田I 81 99 18 630 6 483 5.423 4.050 15.956 

2 -25町 8 17 9 109 1.053 1 .18!¥ 1.48e 3.722 

2.5-3町 4 3 22 164 935 1.114 

5町以上 7 7 31 4.12 726 1.771 3.015 

総 計 5.110 4.701 ム 409 23.764 142.821 94.071 46.562 283.4541 

ム
リ
減

口 41.598

ノ~ 19.924 
J 女 21.674

世帯数 10.074 
(以上は住民登録による)

面積 240.93平方 h 

キ取メートlレ

2 表

一
日
明

一

人

同

一
の

4

一市
↑

日

山

口

盟

二

以

人

(1) 

ノ

市
民
税
・
県
「
札
の
申
告
期
限
は
、

4

・・・4
向
M
W住宅の建設をすすめる

大洲住宅協会が発足

一
が
当
部
の
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

一
ま
し
た
。

一
《
務
員
に
よ
る
不
当
な
圧
迫
、
村
ハ

一
分
、
強
制
圧
迫
、
差
別
待
遇
、
名
君
屠

〉
一
用
侵
害
、
借
地
、
借
家
問
題
、
家
庭
問

梅
一
題
主
人
続
問
題
で
悩
ん
で
い
る
万
国

土
屯
一
っ
て
い
る
方
の
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
ま

臥
一
す
か
ら
、
ご
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ

I
V
{

、。
↓
一
な
お
、
相
談
は
無
料
て
秘
密
は
風

町
駅
一
く
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

もで内県

ペ
ル
リ
シ
・
フ
ィ

ル
ハ

l
モ
三

l

四
月
に
松
山
で
八
五
明



そ
の
ほ
か
に
、
安
全
性
が
高
い
、
熱

効
率
一

O
O
M、
温
度
の
自
動
調
節

が
簡
単
、
取
り
扱
い
も
容
易
、
コ
ン

セ
ン
ト
(
言
)
さ
え
あ
れ
ば
燃
料

補
給
な
し
で
ど
こ
で
も
使
え
る
な
ど

イ
ギ
リ
ス
と
い

す
ぐ
か
に
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か

え
ば
石
油
ス
ト
l

ら
で
す
。

ブ
の
国
一
、
と
思
う
d

ほ
か
の
燃
料
と
遠
い
、
炭
酸
ガ
ス

人
が
多
い
よ
う
で
が
ふ
え
た
り
、
不
完
全
燃
焼
に
よ
っ

す
が
、
こ
れ
が
な
ん
と
欧
州
随
一
の

て
一
酸
他
炭
素
が
出
た
り
す
る
お
そ

電
気
ス
ト
ー
ブ
王
国
。
西
ド
イ
ツ
の

れ
も
な
く
、
受
験
生
の
方
な
ど
も
夜

主
流
も
お
な
じ
く
電
気
ス
ト
ー
ブ
で

お
そ
く
ま
で
さ
わ
や
か
な
気
分
で
勉

ア

メ

リ

カ

で

も

そ

の

需

要

か

め

ざ

ま

強

で

き

る

と

い

う

も

の

で

す

。

三

月

で

い

ち

ば

ん

こ

わ

い

の

は

火

災

し
く
伸
び
て
い
ま
す
。
こ
と
し
の
冬
は
全
面
的
に
電
気
毛
一
一
幼
児
の
け
が
一
で
す
。
空
気
が
異
常
に
乾
燥
し
て
お
り

こ
の
み
つ
に
電
気
暖
房
器
が
愛
用
布
と
電
気
ス
ト
ー
ブ
の
普
及
率
が
伸
一
日
本
は
こ
ど
も
の
事
務
多
い
こ
と
一
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
官
、
た
い
へ

さ
れ
て
い
る
の
は
、
空
気
を
よ
ご
さ
び
て
き
た
よ
う
で
す
。
上
手
に
使
え
一
一
で
有
名
だ
そ
う
で
す
。
と
く
に
一
歳
か
一
ん
な
火
災
に
な
り
ま
す
。
都
合
と
い
わ

ず
健
康
的
と
い
う
理
由
か
ら
で
す
が
ま
、
料
金
も
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
一
ら
四
歳
ま
で
の
幼
見
の
7
が
が
多
い
と
一
ず
、
地
方
と
い
わ
ず
、
日
本
で
は
ま
だ

I
l
l
i
-
-
l
i
l
i
l
i
-
-
-
-
L一、

l
i木造
票
多
く
て
、
マ
ッ
チ
一
本
で

種
皇
帝
て
い
な
い
者
一
※
時
間
は
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
一
ニ
て
つ
こ
と
で
す
。
こ
と
も
の
け
カ
[
一
も
、
さ
っ
と
燃
え
ひ
ろ
が
る
危
険
が
あ

(

接

着

)

一

時

ま

で

一

室

、

親

の

不

注

意

が

菌

で

す

。

一

る

の

が

こ

の

二

月

の

乾

燥

期

で

す

。

混
合
ワ
ク
チ
ン
一
一
面
接
着
一

J
フ

テ

J
ア
予
防
接
種
そ
し
て
や
け
ど
に
よ
る
け
が
が
届
了
な
に
が
な
ん
で
も
火
の
用
心
"
を

五
百
円
一
‘
ι

l

、
一
的
に
多
い
を
つ
で
す
。
や
け
ど
は
い
の
一
家
族
全
員
が
、
話
早
弟
、
町
の
人

事

)

一

昭

年

四

十

一

年

度

A
学
校
入
学
専
一
巨
も
か
か
わ
り
、
雪
も
、
あ
と
一
番
が
、
守
っ
さ
れ
れ
ば
、
火
災
は

昭
和
四
十
年
一
一
一
月
初
回
一
一
面
接
種
完
一
昨
年
の
秋
に
接
種
を
害
て
い
な
い
一
議
り
ま
す
。
一
お
こ
り
ま
せ
ん
。

了
者
全
員
と
、
こ
れ
ま
で
に
初
回
完
一
者
一
ゆ
た
ん
ぽ
の
湯
が
も
れ
た
、
や
か
ん
一
ま
た
、
二
月
は
ま
だ
ま
だ
暖
房
用
の

了
後
追
加
を
受
け
て
い
な
い
者
会
員
一
※
霊
暴
ザ
ジ
フ
す
ア
・
百
一
容
つ
く
り
か
え
し
た
、
セ
ル
ロ
イ
ド
一
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
あ
る

(

童

日

等

)

一

塁

盟

事

防

毒

μ

に
同
じ
。
一
を
も
や
し
た
、
等
々
。
一
い
は
炭
火
式
会
長
い
ま
す
火

つ

一

o重
量
一
犬
、
ね
こ
、
ね
ず
み
に
か
ま
れ
る
事
一
室
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
不

ル

車

0
と
き
一
一
月
一
干
八
日
一

b
p一日
)

間

日

(

該

当

者

)

一

去

を

つ

け

て

く

だ

さ

い

。

と

く

に

一

翠

特

許

山

首

位

M
V

は

時

一

赤

い

羽

根

で

知

ら

れ

る

四

十

年

寄

雲

、

福

祉

施

設

や

社

会

福

机

協

議

会

一

午

前

十

時

2
午
後
一
一
一
時
一
(
一
一
回
)
3月
8
日
一
①
昭
和
四
十
年
七
月
一
日
か
ら
同
一
覧
の
書
事
故
o
車
道
と
歩
道
の
区
一
一
酸
化
炭
素
中
毒
は
、
た
と
え
助
か
っ

拭

(

一

共

同

募

金

は

、

前

年

度

に

比

べ

て

十

二

ど

に

配

分

さ

れ

て

、

広

く

福

祉

事

業

に

一

C
と

こ

ろ

雨

久

米

連

絡

所

一

(

一

二

回

)
3月
智
一
年
十
二
月
一
ニ
十
百
ま
で
の
聞
に
一
別
の
な
い
せ
ま
い
道
路
で
、
急
に
車
の
一
て
も
、
廃
人
同
様
に
な
る
こ
と
さ
義

一
互
一
千
円
多
い
九
十
一
万
四
千
円
の
目
一
役
立
て
る
こ
と
足
っ
て
い
ま
す
o

一

l
i
l
i
l
i
-
-

一
喜
多
幼
稚
園
(
一
回
完
治
日
一
出
生
し
た
全
号
、
こ
れ
ま
で
に
一
前
へ
飛
び
出
す
ケ
l
ス
が
多
い
と
の
こ
一
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

お

ん

一

一

一

一

一

一

一

わ

世

間

持

品

UKMH一
H
1募金
ω達
成
状
況
は
次
一
ゴ
ヱ
松
P

を

買

入

れ

一

一

一

一

四

日

制

口

一

日

間

諒

一

度

毒

種

委

「

引

川

け

H
J一
う

は

諸

国

母

玲

百

詰

門

内

一

う

極

め

て

優

秀

な

成

果

を

怒

る

こ

と

一

共

同

募

金

地

区

別

目

標

達

成

二

h門
前

日

則

的

証

引

汁

引

J
引

引

吋

計

一

一

広

報

の

し

お

り

一

一

詰

号

言

語

誠
一
が
で
き
1
し
三
れ
ひ
と
え

ι一一
す

ο

買
入
れ
先

2
2
(裏
一
思
惑
を
計
画
的
に
視
聴
し
て
豊
か
夫
効
果
が
あ
っ
手
。
干

l
u
l
i
-
-
L一
こ
と
は
で
て
無
駄
な
こ
と
で
語
り

蹴

之

島

さ

吉

方

カ

世

U
Zな
人
7
ち
の
一
地
区
別
達
成
率
(
%
)
一
所
、
商
工
観
光
課
内
)
で
、
直
援
か
電
一
間
像
の
育
成
を
は
か
り
、
生
活
文
化
の
マ
応
募
期
間
一
虫
ぼ
し
と
春
着
の
準
備
一
ま
せ
ん
。

倒
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
大
洲
市
を
訪
れ
ま
金
沢
な
ど
で
平
穏
な
告
を
す
る
の
で
一
開
時
計
間
一
一
軒
尚
早
町
一
日
尚
一
話
で
ご
課
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
一
向
上
に
資
す
る
た
め
、
理
主
町
一
一
月
子
一
一
月
一
一
式
日
一
宗
す
く
な
く
、
空
気
量
し
て
一
脳
卒
中
は
寒
さ
が
大
敵

一

-

一

一

l
i
1
l
i
l
-
-

一ぐ

72で
「
玖
議
官
暮
ら
し
に
生
か
す
マ
応
募
十
刀
法
一
い
る
の
で
、
二
月
は
虫
ぽ
し
の
絶
好
期
一

し
た
。
こ
の
関
係
者
ら
は
、
市
役
所
で
す
が
、
日
露
戦
争
後
、
事
故
で
夫
を
失
一
益
話
を
い
た
だ
い
た
民
生
重
、
地
一
南
久
米
二
ニ
・

o

一
ジ
フ
テ
リ
ア
百
日
ぜ
き
一
運
動
」
蓄
基
と
共
催
四
百
字
産
同
日
三
で
す
。
ほ
こ
日
立
た
な
い
日
を
え
ら
一
成
入
病
は
‘
整
中
、
ガ
ン
、
旗

印

鮮

明

即

時

散

吋

拾

い

山

信

長

時

間

尋

問

料

詰

切

に

霊

長

一

万

一

日

一

一

二

混

合

予

防

接

種

一

営

問

詩

集

十

時

日

間

一

時

計

局

内

錯

誤

口

一

開

幕

討

対

話

聞

い

諮

問

μ弓
な

品

川

町

T
h
M
M誌
訪

日

制

一

民

話

た

七

時

間

目

前

一

忠

一

∞

九

日

一

L

M

F
ハ

月

一

日

か

り

四

十

年

一

そ

こ

で

こ

の

運

動

の

一

募

増

氏

名

、

年

令

所

属

グ

一

時

間

同

町

民

間

日

一

持

出

吋

山

抑

制

託

N
H
Kテ
レ
ビ
の
連
続
ド
ラ
マ
「
た
物
語
は
、
明
治
十
八
年
、
国
の
大
苦
り
き
っ
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
一
募
金
会
で
は
慎
重
棄
の
-
芝
、
県
下
一
;
口
一

O
五
二
一
一
十
一
月
一
一
下
日
ま
で
に
出
生
し
た
者
一
環
と
し
て
H

放
宗
家
庭
か
ル
l
プ
ま
た
は
職
業
を
一
ほ
ど
こ
し
て
、
し
ま
い
ま
す
。
一
が
お
こ
る
病
気
の
総
称
号
つ
で
す
0

5」
に
つ
づ
い
て
四
十
一
室

2
2
5
5
3
こ
の
ド
ラ
マ
で
奇
の
易
を
全
国
一
の
不
幸
な
人
た
ち
を
お
世
お
し
て
い
る
一

i
一
O
一
一
-
一
一
一
章
と
こ
れ
ま
で
に

=EZ一
持

ω日
開

の

凶

ぱ

い

で

お

守

く

だ

さ

一

上

鵠

立

日

十

時

計

一

の

ヰ

需

品

川

品

川

町

に
召
は
な
は
ん
」
が
決
定
し
て
い
る
の
と
喜
年
将
校
、
速
見
謙
四
郎
(
太
に
紹
介
す
忍
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
光
面
一

i、
、
、
!
!
!
!
!
!
h
h
a
h
-
ミ
!
!
!
同
司
、
!
!
!
!
h
一
員
て
い
る
か
H

に

つ

い

文

飢

マ

表

彰

一

度

は

ど

う

か

な

ど

を

、

再

検

討

さ

せ

て

一

震

変

化

ω強
い
と
こ
ろ
で
お
』

長

役

臨

時

語

能

一

時

前

日

5
1
2
新

刊

図

書

案

内

一

時

く

を

毒

円

滑

一

訟

は

時

験

一

ハ

語

版

一

語

長

官

唯

一

市

山

町

内

控

訴

知

山

口

隔

世

界

L
H
H立
図
書
館
l

一
時
出
現
時
)
院
し

γと
一
市
議
討
を
体

f民
間
思
一
一
日
当
時
だ
仁
諮
問
注

目

2
F大
判

約

制

け

芳

一

巻

会

一

一

一

五

一

氷

点

ニ

ュ

l
f一
ア
高
地
人
一
家
庭
教
育
に
ど
の
よ
う
こ
も
表
彰
い
た
し
ま
す
一
は
き
び
し
く
、
青
葉
は
不
足
カ
ち
て
一
宗
国
で
は
脳
出
血
が
多
く
、
ア
メ

浮

い

日

々

J
K

ー
ノ
ン
フ
イ
ク
シ
ヨ
ワ
一
命
・
日
奇
歴
史

2
2
5
3子に
一
に
と
り
入
れ
て
い
る
か

o
v
z
-問
い

喜

先

一

れ

軒

日

刊

に

MM明
日

刊

誌

時

間

郡

山

岳

泰

也

竺

〉

而

芳

一

種

多

二

十

宣

告

贈

図

書

!

富

豪

語

一

ま

た

、

そ

の

効

果

に

つ

い

て

大

洲

市

喜

重

量

喜

一

の

野

菜

告

に

出

て

お

り

ま

す

。

し

一

よ

る

も

の

と

き

れ

て

お

り

ま

す

。

d

制

慌

ジ

ュ

ニ

ア

版

慨

界

の

名

作

一

脳

育

人

間

形

成

の

焦

点

四

国

開

発

の

先

覚

者

と

そ

の

偉

業

一

O

グ
ル
ー
プ
活
動
(
婦
人
会
、
婦
人
「
放
送
を
事
り
し
に
生
か
す
速
か
し
や
は
り
ん
自
で
す
。
も
や
し
は
安
一
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
の
脳
卒
中
は
、
寒

為

議

2
t一一巻一

j

国

菱

重

概

要

四

言

葉

、

家

襲

育

学

級

青

年

議

i
一
く
て
彦
、

Dui-ぃ一
月
三
月
に
お
こ
る
こ
と
が
多
い

愛
媛
県
農
業
史
(
全
)
一
変
ぼ
っ
す
る
縫
童
官

N
H
K年
鍛
一
九
六
五
年
版
一
学
校
、
職
場
な
ど
)
で
ど
の
よ
う
に
璽

T大
洲
一
一
一
一
一
一
ま
す
の
で
、
大
い
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
一

ωで
す
。

青
少
年
が
そ
の
人
格
形
成
の
過
雇
に
一
ま
り
を
要
望
す
る
。

お
い
て
、
社
会
、
家
庭
な
ど
、
と
り
ま
一
②
関
係
業
者
は
自
粛
し
、
こ
れ
ら

/
¥
環
境
に
大
き
く
先
右
さ
れ
る
こ
と
は
一
有
害
環
境
が
青
少
年
に
ふ
れ
る
こ
と
が

私
た
ち
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
一
な
い
よ
う
努
力
す
る
。

体
験
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
一
③
有
害
疎
境
の
責
任
は
大
人
に
あ

と
こ
ろ
で
最
近
、
こ
れ
ら
環
境
の
中
一
り
、
ま
ず
大
へ
か
姿
勢
を
正
し
、
青
少

に
、
青
少
年
に
有
害
と
思
わ
れ
る
も
の
一
年
の
模
範
と
な
る
。

が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
子
を
も
つ
親
と
一
ま
た
、
関
係
業
者
か
ら
は
自
発
的
に

し
て
、
憂
慮
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
一
次
の
よ
う
な
賛
同
刊
を
い
た
だ
き
ま
し
た

大
洲
市
青
少
年
問
題
協
議
会
、
大
洲
一
「
大
洲
市
青
少
年
の
健
や
か
な
成

地
区
民
生
委
員
会
、
関
係
業
者
代
表
者
一
長
を
ね
が
っ
て
、
私
た
ち
は
一
致
問

は
、
こ
の
こ
と
に
つ
き
協
議
を
し
た
結
一
協
力
し
て
次
の
こ
と
を
守
り
、
明
一
国
道
五
十
六
号
線

ω視
察
の
た
め
、

果
、
次
の
こ
と
が
ら
を
一
推
進
す
る
こ
と
一
る
い
社
会
境
づ
く
り
に
努
め
る
一
二
十
九
自
責
し
た
翼
山
語
大
臣
一
事
・
大
分
線
の
国
道
編
入
、

に
い
た
し
ま
し
た
。
了
」
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
一
は
、
詰
大
洲
市
に
も
立
ち
寄
り
、
豆
一
級
河
川
編
入
と
改
修
工
事
m

①
青
少
年
に
有
害
な
環
境
は
、
中
一
も
私
た
ち
の
こ
の
運
覇
に
ご
協
力
一
公
会
堂
で
大
洲
市
、
喜
多
郡
、
西
宇
和
一
四
一
羅
喜
重
路
工
事
の
町

央
警
に
お
い
て
製
造
、
製
作
、
回
刷
一
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
青
少
一
郡
の
各
市
町
立
り
関
係
者
71数
の
歓
一
道
大
洲
、
震
線
の
改
修
工
古

さ
れ
て
地
方
に
流
れ
る
も
の
が
多
く
、
一
年
を
明
る
く
健
や
か
に
育
て
ま
し
一
迎
と
陳
情
を
受
け
ま
し
た
。
一
ど
九
項
目
て
こ
れ
に
建
語
大
臣
は
い
一

申
央
関
係
機
闘
に
対
し
て
指
導
取
り
締
一
ょ
う
。
一
陳
情
し
た
の
は
、
国
道
五
十
六
号
線
一
ち
い
ち
つ
な
づ
い
て
い
ま
し
た
。
一
市
町
村
長
ら

豆、、一一一喜三一一一一一=ミ
E
E
一一
E
一
言
戸
、
主
=
一
言
文
言
一
一
三
=
雲

E
一一E
s
r
、一=一三一三一一言一一
-E3

国
道
改
修
な
ど
で
陳
情

(2) 

大

人

姿

勢

つ

正

カ三

ザ
戸
、

青

少

年

環

境

浄

化

運

動

を

推

進

1 5日

O
一
遊
技
場
へ
十
八
才
未
満
の
青
少

年
は
入
場
さ
せ
ま
せ
ん
。

O
青
少
年
か
ら
質
受
け
は
い
た
し

ま
せ
ん
0

0
青
少
年
に
有
害
な
映
画
な
ど
は

見
せ
ま
せ
ん
。

O
青
少
年
に
睡
眠
薬
な
ど
の
毒
薬

昭和 41年 2月事眠路三

<< 

ケ
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市
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劇
薬
は
売
り
ま
せ
ん
。

O
青
少
年
に
有
害
な
図
書
は
売
り

ま
せ
ん
。
貸
し
ま
せ
ん
。

O
青
少
年
に
刃
物
は
亮
げ
ま
せ
ん

O
未
成
年
者
に
は
酒
、
た
ば
こ
は

の
ま
し
ま
せ
ん
。

O
大
人
が
生
活
態
度
を
正
し
、
青

，
少
年
の
模
範
と
な
り
ま
す
。

大
洲
市
育
少
年
問
題
協
議
会

大
洲
市
遊
法
場
組
台

大
洲
市
興
業
組
合

大
洲
医
薬
品
小
売
両
組
合

大
洲
市
質
屋
組
合

大
洲
市
金
物
小
売
商
組
合

大
洲
市
霊
童
両
小
売
商
組
合

大
測
事
飲
懇
己

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
}

協
力
い
た
だ
き
、
-

境
を
除
去
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、
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二
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三
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に
も
こ

プ

冨謹胸
電
気
ス
卜

好
成
績
収
め
る
共
同
募
金

南
久
米
で
人
権
相
談


